
 

 

シルケ・オットー・ナップ ＆ フロリアン・プムフースル 

Silke Otto-Knapp & Florian Pumhösl 

「距離の比率」 “Ratio of distance” 

会期：2014 年 11 月 22 日（土）- 12 月 20 日（土） 

会場：タカ・イシイギャラリー（東京・清澄） 

オープニング・レセプション：2014 年 11 月 22 日（土）18：00 - 20：00 

 

タカ・イシイギャラリーでは、11 月 22 日（土）から 12 月 20 日（土）までシルケ・オットー・ナップとフロリアン・プムフースルの 2

人展を開催いたします。本展は、ロサンゼルスを拠点に活動するシルケ・オットー・ナップ、そしてウィーンを拠点に活動す

るフロリアン・プムフースルの絵画作品によって構成されます。オットー・ナップとプムフースルは、2008 年にケルンのダニエ

ル・ブッフホルツにて個展を同時開催し、その後、2013 年にウィーンのシェーンベルク・センターで開催されたグループ展

「Art is: New Art」にともに参加しました。本展は、彼らの継続的な対話を新たな作品として形にした初めての二人展となりま

す。 

 

シルケ・オットー・ナップは、舞台デザイン、バレエ、モダンダンスの歴史資料に基づいて、キャンバスに水彩絵具のみで描

くという独特の手法で絵画を制作してきました。平坦さと深さの両方を実現する空間を作るために、銀色の水彩絵具とガッ

シュを用いて階層化されたオットー・ナップの絵画は、風景と身体の空間における関係性、つまり、図と地の複雑な関係性

を、ほとんど抽象的な要素に変換することに成功しています。本展では、2014 年の夏にカナダのフォーゴ島（ニューファンド

ランド）にて制作された新作絵画を発表いたします。海に囲まれた、広大な陸地の続く静かなこの島を歴史的なモチーフと

してとらえることに強く興味を抱いたオットー・ナップは、黒色と灰色の水彩絵具を用い、島を正面から見た図と上から見た

図が融合されたイメージを描きました。画面の空間は不安定な状態を保ち、鑑賞者は立つ位置によって視点を変えること

ができます。 

 

フロリアン・プムフースルは、アヴァンギャルド・ムーブメント、とりわけそのグラフィックス、タイポグラフィ、建築を参照にしな

がら、絵画と映像の制作を行っています。プムフースルの大きな関心は、ひとつの文化から別の文化へ、またひとつの媒体

から別の媒体へと、モチーフが伝わっていく経緯とそこからあらわれる抽象的な視覚言語です。「抽象絵画を制作すること

は、再生とインストラクションをともなう映像言語にかかわる行為であると思う。」と作家は述べています。本展では、石膏パネ

ルの上に油彩をスタンプして描いた抽象絵画のシリーズを展示いたします。このシリーズは、世界一周の航海路――海、

島、陸、大陸、そして国として私たちが普段識別している、それらの実体の境界線を描く航海図――について言及した作

品です。作家はこの航海図を、具体的な位置情報をあらわす地図であると同時に、経路図、指示図、覚書、観相学、それ

らのすべてにあてはまらないもの、どれもが、同時には成立しないものであると述べています。 

 

シルケ・オットー・ナップ（1970 年、オスナブリュック、ドイツ生まれ）は、ヒルデスハイム大学でカルチュラル・スタディーズを

専攻し、ロンドン芸術大学チェルシー・カレッジ・オブ・アート・アンド・デザインで修士号を取得しました。現在は、ロサンゼ

ルスを拠点に活動しています。おもな個展に、マリノ・マリーニ美術館（フィレンツェ、2014 年）、フォーゴ・アイランド・アーツ、



 

 

カナダ（2014 年）、クンストハレ・ウィーン（2014 年）、カムデン・アートセンター（ロンドン、2014 年）、クンストハル・シャルロッ

テンブルク（コペンハーゲン、2013 年）、クンストフェライン・ミュンヘン（2010 年）、テート・ブリテン（ロンドン、2005 年）などが

挙げられます。また、「Sacré 101 - An Exhibition Based on The Rite of Spring」 ミグロ現代美術館（チューリヒ、2014 年）、

「Dance/Draw」ICA（2011 年、ボストン）、「Watercolour」テート・ブリテン（ロンドン、2011 年）、「Strange and Close」 ファン・

アッベ美術館（アイントホーフェン、2009 年） 、第 9 回イスタンブール・ビエンナーレ（2005 年）など、多数の展覧会に参加し

ています。 

 

フロリアン・プムフースル（1971 年、ウィーン生まれ）は、グラフィック連邦教育研究院とオーストリア国立ウィーン応用美術大

学を修了し、現在までウィーンを拠点に活動しています。おもな展覧会は、クンストハウス・ブレゲンツ（2012 年）、シカゴ美

術館（2012 年）、ルートヴィヒ財団近代美術館（Mumok）（ウィーン、2011 年）、ラインランデ＆ヴェストファーレン・クンストフェ

ライン（デュッセルドルフ、2010 年）、ジャン大公近代美術館（ルクセンブルク、2009 年）、ノイエ・クンストハレ ザンクト・ガレ

ン（ザンクト・ガレン、スイス、2005-6 年）、ゼセッション（ウィーン、2000 年）などが挙げられます。また、ドクメンタ 12（カッセル、

2007 年）、第 27 回サンパウロ・ビエンナーレ（2006 年）など、これまで数多くの重要な芸術祭に参加しています。2015 年に

は、PARASOPHIA 京都国際現代芸術祭に参加する予定です。 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますようお願いいたします。掲載用写真の貸出など、御質問がございましたら下記までお問い合わせ

下さい。  

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当：上松エリサ プレス担当：増山貴之  

〒135-0024 東京都江東区清澄 1-3-2 5F tel: 03-5646-6050 fax: 03-3642-3067  

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com  2:00-19:00 定休日：日・月・祝祭日 

 

  

Silke Otto-Knapp 

“Islands (Black Sky)” , 2014 

Watercolour on canvas 

100 x 100 cm 

Florian Pumhösl 

“Expanse (Variante)”, 2014 

Oil on ceramide plaster 

40 x 30 cm 


